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【公開番号】特開2014-3644(P2014-3644A)
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【年通号数】公開・登録公報2014-001
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【国際特許分類】
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   Ｈ０４Ｗ  80/04     (2009.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月17日(2014.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　転送ポリシーのネットワークベース制御を容易にするための装置であって、
　インターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係づけられたアクセスネットワーク特定
シグナリングを受信するための手段と、
　モバイルノード内の物理インターフェースが、関連ＩＰアドレスを有していない場合、
前記アクセスネットワーク特定シグナリングに基づいて前記モバイルノードからのアップ
リンク通信リンクを経由して前記ＩＰフローを送信するために多元接続ネットワークにそ
れぞれ関連付けられたモバイルノード内の複数の物理インターフェースのうちのどれを使
用すべきかを決定するための手段と、
　を備える装置。
【請求項２】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記Ｉ
Ｐフローについてのサービス品質（ＱｏＳ）をセットアップする要求を備える、請求項１
に記載の装置。
【請求項３】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記Ｉ
Ｐフローについてのベアラ確立メッセージを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記Ｉ
Ｐフローについてのベアラ修正メッセージを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複数の物
理インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定するための前記手段は、前記モバ
イルノードにおいて前記転送ポリシーをアップデートするための手段を備える、請求項１
に記載の装置。
【請求項６】
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　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複数
の物理インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定するための前記手段は、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アクセスネットワーク上
で前記ＩＰフローを送信するコマンドとして前記アクセスネットワーク特定シグナリング
を解釈するための手段と、
　前記ＩＰフローが、前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アク
セスネットワーク上で送信されるべきことを示すために前記モバイルノードにおいて前記
転送ポリシーをアップデートするための手段と、
　を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラ解放メッセージを備え、そして
前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複数の物理
インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定するための前記手段は、別のアクセ
スネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ解放メッセージ
を解釈するための手段を備える、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラを修正させてそれのトラフィッ
クフローテンプレート（ＴＦＴ）がもはや前記ＩＰフローをカバーしないようにするベア
ラ修正メッセージを備え、そして前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモ
バイルノード内の前記複数の物理インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定す
るための前記手段は、別のアクセスネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンド
として前記ベアラ修正メッセージを解釈するための手段を備える、請求項１に記載の装置
。
【請求項９】
　前記複数の多元接続ネットワークに同時にアクセスするための手段、をさらに備える請
求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークの中のアクセス
ゲートウェイから受信される、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　転送ポリシーのネットワークベース制御を容易にするように構成されたモバイルノード
であって、
　インターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係づけられたアクセスネットワーク特定
シグナリングを受信するように構成された受信機回路と、
　メモリと、
　前記メモリと前記受信機回路に結合されたプロセッサとを備え、
　ここにおいて、前記プロセッサは、
　モバイルノード内の物理インターフェースが、関連ＩＰアドレスを有していない場合、
前記アクセスネットワーク特定シグナリングに基づいて前記モバイルノードからのアップ
リンク通信リンクを経由して前記ＩＰフローを送信するために多元接続ネットワークにそ
れぞれ関連付けられた前記モバイルノード内の複数の物理インターフェースのうちのどれ
を使用すべきかを決定することを備える動作を実行するために、プロセッサが実行可能な
命令により構成される、モバイルノード。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
　そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の
前記ＩＰフローについてのサービス品質（ＱｏＳ）をセットアップする要求を備える
　ように動作を実行するために、プロセッサが実行可能な命令により構成される、請求項
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１１に記載のモバイルノード。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
　そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の
前記ＩＰフローについてのベアラ確立メッセージを備える
　ように動作を実行するために、プロセッサが実行可能な命令により構成される、請求項
１１に記載のモバイルノード。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
　そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の
前記ＩＰフローについてのベアラ修正メッセージを備える
　ように動作を実行するために、プロセッサが実行可能な命令により構成される、請求項
１１に記載のモバイルノード。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノー
ド内の前記複数の物理インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定することは、
前記モバイルノードにおいて前記転送ポリシーをアップデートすることを備えるように動
作を実行するために、プロセッサが実行可能な命令により構成される、請求項１１に記載
のモバイルノード。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
　そして前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複
数の物理インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定することは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アクセスネットワーク上
で前記ＩＰフローを送信するコマンドとして前記アクセスネットワーク特定シグナリング
を解釈することと、
　前記ＩＰフローが、前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アク
セスネットワーク上で送信されるべきことを示すために前記モバイルノードにおいて前記
転送ポリシーをアップデートすることと、
　を備えるように動作を実行するために、プロセッサが実行可能な命令により構成される
、請求項１１に記載のモバイルノード。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラ解放メッセージを備え、
　そして前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複
数の物理インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定することは、別のアクセス
ネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ解放メッセージを
解釈することを備える
　ように動作を実行するために、プロセッサが実行可能な命令により構成される、請求項
１１に記載のモバイルノード。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラを修正させてそれのトラフィッ
クフローテンプレート（ＴＦＴ）がもはや前記ＩＰフローをカバーしないようにするベア
ラ修正メッセージを備え、
　そして前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複
数の物理インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定することは、別のアクセス
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ネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ修正メッセージを
解釈することを備える
　ように動作を実行するために、プロセッサが実行可能な命令により構成される、請求項
１１に記載のモバイルノード。
【請求項１９】
　前記受信機回路はまた、前記複数の多元接続ネットワークに同時にアクセスするように
構成されている、請求項１１に記載のモバイルノード。
【請求項２０】
　前記プロセッサは、前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワ
ークの中のアクセスゲートウェイから受信されるように動作を実行するために、プロセッ
サが実行可能な命令により構成される、請求項１１に記載のモバイルノード。
【請求項２１】
　転送ポリシーのネットワークベース制御を容易にするための方法であって、モバイルノ
ードによってインプリメントされており、
　インターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係づけられたアクセスネットワーク特定
シグナリングを受信することと、
　モバイルノード内の物理インターフェースが、関連ＩＰアドレスを有していない場合、
前記アクセスネットワーク特定シグナリングに基づいて前記モバイルノードからのアップ
リンク通信リンクを経由して前記ＩＰフローを送信するために多元接続ネットワークにそ
れぞれ関連付けられた前記モバイルノード内の複数の前記物理インターフェースのうちの
どれを使用すべきかを決定することと、
　を備える方法。
【請求項２２】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前
記ＩＰフローについてのサービス品質（ＱｏＳ）をセットアップする要求を備える、請求
項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前
記ＩＰフローについてのベアラ確立メッセージを備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前
記ＩＰフローについてのベアラ修正メッセージを備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複数の物
理インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定することは、前記モバイルノード
において前記転送ポリシーをアップデートすることを備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複数
の物理インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定することは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アクセスネットワーク上
で前記ＩＰフローを送信するコマンドとして前記アクセスネットワーク特定シグナリング
を解釈することと、
　前記ＩＰフローが、前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アク
セスネットワーク上で送信されるべきことを示すために前記モバイルノードにおいて転送
ポリシーをアップデートすることと、
　を備える、請求項２１に記載の方法。
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【請求項２７】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラ解放メッセージを備え、そして
前記多元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複数の物理
インターフェースのうちのどれを使用すべきかを決定することは、別のアクセスネットワ
ークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ解放メッセージを解釈する
ことを備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２８】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク特定シグナ
リングは、ベアラを修正させてそれのトラフィックフローテンプレート（ＴＦＴ）がもは
や前記ＩＰフローをカバーしないようにするベアラ修正メッセージを備え、そして前記多
元接続ネットワークにそれぞれ関連付けられたモバイルノード内の前記複数の物理インタ
ーフェースのうちのどれを使用すべきかを決定することは、別のアクセスネットワークへ
と前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ修正メッセージを解釈することを
備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２９】
　前記複数の多元接続ネットワークに同時にアクセスすること、をさらに備える請求項２
１に記載の方法。
【請求項３０】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークの中のアクセス
ゲートウェイから受信される、請求項２１に記載の方法。
【請求項３１】
　コンピュータのプロセッサに、転送ポリシーのネットワークベース制御を容易にするた
めの動作を実行させるように構成される、プロセッサが実行可能な命令をその上に記憶す
るコンピュータ可読記憶媒体であって、
　インターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係づけられたアクセスネットワーク特定
シグナリングを受信することと、
　モバイルノード内の物理インターフェースが、関連ＩＰアドレスを有していない場合、
前記アクセスネットワーク特定シグナリングに基づいて前記モバイルノードからのアップ
リンク通信リンクを経由して前記ＩＰフローを送信するために多元接続ネットワークにそ
れぞれ関連付けられたモバイルノード内の複数の物理インターフェースのうちのどれを使
用すべきかを決定することと、
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３２】
　前記記憶されたプロセッサが実行可能な命令は、コンピュータのプロセッサに、前記ア
クセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記ＩＰフロー
についてのサービス品質（ＱｏＳ）をセットアップする要求を備えるように動作を実行さ
せるように構成される、請求項３１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３３】
　前記記憶されたプロセッサが実行可能な命令は、コンピュータのプロセッサに、前記ア
クセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記ＩＰフロー
についてのベアラ確立メッセージを備えるように、動作を実行させるように構成される、
請求項３１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３４】
　前記記憶されたプロセッサが実行可能な命令は、コンピュータのプロセッサに、前記ア
クセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記ＩＰフロー
についてのベアラ修正メッセージを備えるように、動作を実行させるように構成される、
請求項３１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３５】
　前記プロセッサが実行可能な命令は、コンピュータのプロセッサに、前記モバイルノー
ドにおいて前記転送ポリシーをアップデートすることをさらに備える動作を実行させるよ



(6) JP 2014-3644 A5 2014.3.6

うに構成される、請求項３１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３６】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
前記プロセッサが実行可能な命令は、コンピュータのプロセッサに、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アクセスネットワーク上
で前記ＩＰフローを送信するコマンドとして前記アクセスネットワーク特定シグナリング
を解釈することと、
　前記ＩＰフローが、前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アク
セスネットワーク上で送信されるべきことを示すために前記モバイルノードにおいて前記
転送ポリシーをアップデートすることと、
　をさらに備える動作を実行させるように構成される、請求項３１に記載のコンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項３７】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラ解放メッセージを備え、そして
前記プロセッサが実行可能な命令は、コンピュータのプロセッサに、別のアクセスネット
ワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ解放メッセージを解釈す
ることをさらに備える動作を実行させるように構成される、請求項３１に記載のコンピュ
ータ可読記憶媒体。
【請求項３８】
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラを修正させてそれのトラフィッ
クフローテンプレート（ＴＦＴ）がもはや前記ＩＰフローをカバーしないようにするベア
ラ修正メッセージを備え、そして前記プロセッサが実行可能な命令は、コンピュータのプ
ロセッサに、別のアクセスネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前
記ベアラ修正メッセージを解釈することをさらに備える動作を実行させるように構成され
る、請求項３１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項３９】
　前記プロセッサが実行可能な命令は、コンピュータのプロセッサに、前記複数の多元接
続ネットワークに同時にアクセスすることをさらに備える動作を実行させるように構成さ
れる、請求項３１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４０】
　前記プロセッサが実行可能な命令は、コンピュータのプロセッサに、前記アクセスネッ
トワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークの中のアクセスゲートウェイから受
信されるように、動作を実行させるように構成される、請求項３１に記載のコンピュータ
可読記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　特許請求の範囲は、上記に示される正確なコンフィギュレーションおよびコンポーネン
トだけには限定されないことを理解すべきである。様々な修正、変更および変形が、特許
請求の範囲の範囲を逸脱することなく、ここにおいて説明されるシステム、方法、および
装置の構成、オペレーションおよび詳細の中で行われることができる。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　転送ポリシーのネットワークベース制御を容易にするための装置であって、
　インターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係づけられたアクセスネットワーク特定
シグナリングを受信するための手段と、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングに基づいて前記ＩＰフローを送信するため
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に多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定するための手段と、
　を備える装置。
　　［Ｃ２］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記Ｉ
Ｐフローについてのサービス品質（ＱｏＳ）をセットアップする要求を備える、Ｃ１に記
載の装置。
　　［Ｃ３］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記Ｉ
Ｐフローについてのベアラ確立メッセージを備える、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ４］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記Ｉ
Ｐフローについてのベアラ修正メッセージを備える、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ５］
　前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定するための前記手段は、
モバイルノードにおいて転送ポリシーをアップデートするための手段を備える、Ｃ１に記
載の装置。
　　［Ｃ６］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定するための前記手段
は、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アクセスネットワーク上
で前記ＩＰフローを送信するコマンドとして前記アクセスネットワーク特定シグナリング
を解釈するための手段と、
　前記ＩＰフローが、前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アク
セスネットワーク上で送信されるべきことを示すためにモバイルノードにおいて転送ポリ
シーをアップデートするための手段と、
　を備える、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ７］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラ解放メッセージを備え、そして
前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定するための前記手段は、別
のアクセスネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ解放メ
ッセージを解釈するための手段を備える、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ８］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラを修正させてそれのトラフィッ
クフローテンプレート（ＴＦＴ）がもはや前記ＩＰフローをカバーしないようにするベア
ラ修正メッセージを備え、そして前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきか
を決定するための前記手段は、別のアクセスネットワークへと前記ＩＰフローを移動する
コマンドとして前記ベアラ修正メッセージを解釈するための手段を備える、Ｃ１に記載の
装置。
　　［Ｃ９］
　前記複数の多元接続ネットワークに同時にアクセスするための手段、をさらに備えるＣ
１に記載の装置。
　　［Ｃ１０］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークの中のアクセス
ゲートウェイから受信される、Ｃ１に記載の装置。
　　［Ｃ１１］
　転送ポリシーのネットワークベース制御を容易にするように構成されたモバイルノード
であって、
　インターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係づけられたアクセスネットワーク特定
シグナリングを受信するように、そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングに基
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づいて前記ＩＰフローを送信するために多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべき
かを決定するように、構成された回路、
　を備えるモバイルノード。
　　［Ｃ１２］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前
記ＩＰフローについてのサービス品質（ＱｏＳ）をセットアップする要求を備える、Ｃ１
１に記載のモバイルノード。
　　［Ｃ１３］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前
記ＩＰフローについてのベアラ確立メッセージを備える、Ｃ１１に記載のモバイルノード
。
　　［Ｃ１４］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前
記ＩＰフローについてのベアラ修正メッセージを備える、Ｃ１１に記載のモバイルノード
。
　　［Ｃ１５］
　前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定することは、前記モバイ
ルノードにおいて転送ポリシーをアップデートすることを備える、Ｃ１１に記載のモバイ
ルノード。
　　［Ｃ１６］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定することは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アクセスネットワーク上
で前記ＩＰフローを送信するコマンドとして前記アクセスネットワーク特定シグナリング
を解釈することと、
　前記ＩＰフローが、前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アク
セスネットワーク上で送信されるべきことを示すために前記モバイルノードにおいて転送
ポリシーをアップデートすることと、
　を備える、Ｃ１１に記載のモバイルノード。
　　［Ｃ１７］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラ解放メッセージを備え、そして
前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定することは、別のアクセス
ネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ解放メッセージを
解釈することを備える、Ｃ１１に記載のモバイルノード。
　　［Ｃ１８］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラを修正させてそれのトラフィッ
クフローテンプレート（ＴＦＴ）がもはや前記ＩＰフローをカバーしないようにするベア
ラ修正メッセージを備え、そして前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきか
を決定することは、別のアクセスネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドと
して前記ベアラ修正メッセージを解釈することを備える、Ｃ１１に記載のモバイルノード
。
　　［Ｃ１９］
　前記回路はまた、前記複数の多元接続ネットワークに同時にアクセスするように構成さ
れている、Ｃ１１に記載のモバイルノード。
　　［Ｃ２０］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークの中のアクセス
ゲートウェイから受信される、Ｃ１１に記載のモバイルノード。
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　　［Ｃ２１］
　転送ポリシーのネットワークベース制御を容易にするための方法であって、モバイルノ
ードによってインプリメントされており、
　インターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係づけられたアクセスネットワーク特定
シグナリングを受信することと、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングに基づいて前記ＩＰフローを送信するため
に多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定することと、
　を備える方法。
　　［Ｃ２２］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前
記ＩＰフローについてのサービス品質（ＱｏＳ）をセットアップする要求を備える、Ｃ２
１に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前
記ＩＰフローについてのベアラ確立メッセージを備える、Ｃ２１に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前
記ＩＰフローについてのベアラ修正メッセージを備える、Ｃ２１に記載の方法。
　　［Ｃ２５］
　前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定することは、前記モバイ
ルノードにおいて転送ポリシーをアップデートすることを備える、Ｃ２１に記載の方法。
　　［Ｃ２６］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定することは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アクセスネットワーク上
で前記ＩＰフローを送信するコマンドとして前記アクセスネットワーク特定シグナリング
を解釈することと、
　前記ＩＰフローが、前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アク
セスネットワーク上で送信されるべきことを示すために前記モバイルノードにおいて転送
ポリシーをアップデートすることと、
　を備える、Ｃ２１に記載の方法。
　　［Ｃ２７］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラ解放メッセージを備え、そして
前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定することは、別のアクセス
ネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ解放メッセージを
解釈することを備える、Ｃ２１に記載の方法。
　　［Ｃ２８］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラに、修正されるようにさせるベ
アラ修正メッセージを備え、その結果、そのトラフィックフローテンプレート（ＴＦＴ）
は、もはや前記ＩＰフローをカバーしないようになり、そして前記多元接続ネットワーク
のうちのどれを使用すべきかを決定することは、別のアクセスネットワークへと前記ＩＰ
フローを移動するコマンドとして前記ベアラ修正メッセージを解釈することを備える、Ｃ
２１に記載の方法。
　　［Ｃ２９］
　前記複数の多元接続ネットワークに同時にアクセスすること、をさらに備えるＣ２１に
記載の方法。
　　［Ｃ３０］
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　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークの中のアクセス
ゲートウェイから受信される、Ｃ２１に記載の方法。
　　［Ｃ３１］
　転送ポリシーのネットワークベース制御を容易にするためのコンピュータプログラムプ
ロダクトであって、命令をその上に有するコンピュータ可読媒体を備え、前記命令は、
　インターネットプロトコル（ＩＰ）フローに関係づけられたアクセスネットワーク特定
シグナリングを受信するためのコードと、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングに基づいて前記ＩＰフローを送信するため
に多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定するためのコードと、
　を備える、コンピュータプログラムプロダクト。
　　［Ｃ３２］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記Ｉ
Ｐフローについてのサービス品質（ＱｏＳ）をセットアップする要求を備える、Ｃ３１に
記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　　［Ｃ３３］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記Ｉ
Ｐフローについてのベアラ確立メッセージを備える、Ｃ３１に記載のコンピュータプログ
ラムプロダクト。
　　［Ｃ３４］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、前記アクセスネットワーク上の前記Ｉ
Ｐフローについてのベアラ修正メッセージを備える、Ｃ３１に記載のコンピュータプログ
ラムプロダクト。
　　［Ｃ３５］
　前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定するための前記コードは
、前記モバイルノードにおいて転送ポリシーをアップデートするためのコードを備える、
Ｃ３１に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　　［Ｃ３６］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークから受信され、
そして前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定するための前記コー
ドは、
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アクセスネットワーク上
で前記ＩＰフローを送信するコマンドとして前記アクセスネットワーク特定シグナリング
を解釈するためのコードと、
　前記ＩＰフローが、前記アクセスネットワーク特定シグナリングが受信された前記アク
セスネットワーク上で送信されるべきことを示すために前記モバイルノードにおいて転送
ポリシーをアップデートするためのコードと、
　を備える、Ｃ３１に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　　［Ｃ３７］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラ解放メッセージを備え、そして
前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきかを決定するための前記コードは、
別のアクセスネットワークへと前記ＩＰフローを移動するコマンドとして前記ベアラ解放
メッセージを解釈するためのコードを備える、Ｃ３１に記載のコンピュータプログラムプ
ロダクト。
　　［Ｃ３８］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、ベアラを修正させてそれのトラフィッ
クフローテンプレート（ＴＦＴ）がもはや前記ＩＰフローをカバーしないようにするベア
ラ修正メッセージを備え、そして前記多元接続ネットワークのうちのどれを使用すべきか
を決定するための前記コードは、別のアクセスネットワークへと前記ＩＰフローを移動す
るコマンドとして前記ベアラ修正メッセージを解釈するためのコードを備える、Ｃ３１に
記載のコンピュータプログラムプロダクト。
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　　［Ｃ３９］
　前記複数の多元接続ネットワークに同時にアクセスするためのコード、をさらに備える
Ｃ３１に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
　　［Ｃ４０］
　前記アクセスネットワーク特定シグナリングは、アクセスネットワークの中のアクセス
ゲートウェイから受信される、Ｃ３１に記載のコンピュータプログラムプロダクト。
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